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第１章
総 論

第１章  総 論 

 

１－１ 計画の目的 

 

豊川市では平成７年度にごみ処理基本計画を策定し、環境保全とごみの適正な処理のため

にごみ処理施設の確保やごみ減量化、資源化について各種施策を実施してまいりました。 

その後、「容器包装に係る分別収集及び再商品化の促進等に関する法律（平成 7年 6月）」

及び「特定家庭用機器再商品化法（平成 10年 5月）」による一定の品目別のリサイクル制度

が整備され、この制度に基づいた対応が必要になり、豊川市においても制度の普及、啓発と

実施体制の整備に努めてきたところです。 

しかし、これらの取り組みにもかかわらず、社会生活の多様化などでごみの排出量は増加

傾向で、特に可燃ごみの増加が著しくなっている状況は、地球温暖化防止や資源保全の観点

から対策の必要が生じてきています。そのためには、現在の可燃ごみ対象物の中から新しい

資源回収品目を追加していくことなど、大きな施策の変更も必要になってきました。 

さらに、地方財政の緊縮化が求められる中、ごみ処理についても一層のコスト縮減を進め

なければならない状況となっているため、ごみの処理量を削減するとともに、効率良い収集、

処理、資源化体制を構築していくことも求められるようになっています。 

また、外国人や単身者世帯、高齢者世帯の増加などにより、過去には目立たなかったごみ

排出方法についての問題も増加しており、このような事態に対応する新たな施策も考慮して

いかなければなりません。 

このような状況に対応していくため、ここに 

・ 環境保全、資源保全、美化の促進 

・ ごみ処理の効率化及び低コスト化 

・ 市民、事業者、行政の協働による３Ｒ推進 

を掲げ、新たなごみ処理基本計画を策定し、目標達成のために長期的な視野に立ったごみ処

理施策の基本的事項を定めます。 

 

なお、本計画には、今後発生が予想される東海地震等大規模な地震や、台風、集中豪雨に

よる水害などの災害時における廃棄物処理に対応するため、災害廃棄物処理に関する計画も

定めるものとします。 

 

 

３Ｒとは 

・リデュース（発生抑制） 

  ・リユース（再使用） 

  ・リサイクル（再生利用） 

  を意味します。 
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１－２ 計画の位置づけ 

 

本計画は、廃棄物の処理及び清掃に関する法律(以下「廃棄物処理法」という。)第６条第

１項に基づき、ごみの減量や適正処理に向け総合的・計画的に施策を推進していくための計

画とします。 

なお、市の上位計画として第５次豊川市総合計画(平成 18年度～27年度)の基本方針を踏

まえるほか、廃棄物の減量及び適正処理に関する条例等を受けた計画とします。 

 

 

図 １-１ 計画の位置づけ 

市の上位計画

第5次豊川市総合計画

法 律

循環社会基本法(＊1)

廃棄物処理法(＊2)

資源有効利用促進法(＊3)

各種リサイクル法(＊4)

豊川市廃棄物の減量及び
適正処理に関する条例

豊川市ごみ処理基本計画

(＊１) 循環型社会形成推進基本法

(＊２) 廃棄物の処理および清掃に関する法律
(＊３) 資源の有効な利用の促進に関する法律
(＊４) 容器包装に係る分別収集及び再商品化の促進等に関する法律、特定家庭用機器再商品化法、

国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律、食品循環資源の再生利用等の促進に関
する法律、使用済自動車の再資源化等に関する法律

第5次豊川市総合計画
実施計画

豊川市空き缶等のごみの
散乱の防止に関する条例

条 例
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１－３ 計画期間 

 

平成18年度を初年度とし、平成27年度を目標年次とする１０ヵ年を計画期間とします。 

なお、概ね５年を目途に改訂し、さらに計画の前提となる諸条件に大きな変動があった場

合には、見直しを行うものとします。 

 

 

図 １-２ 計画期間 

 

 

 

 

１－４ 計画範囲 

 

本計画の範囲は、豊川市における一般廃棄物のうち「ごみ」を対象とします。 

ただし、災害廃棄物処理に関する計画にはし尿の処理に関する事項を含んだものとします。 

 

 ごみとは 

  家庭から排出される  可燃ごみ、不燃ごみ、危険ごみ、粗大ごみ、資源 

  事業所等から排出される  可燃ごみ、粗大ごみ（木類） 

を指します。 

平成18年度(2006) 平成22年度(2010) 平成27年度(2015)

前 期 後 期
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把握

第２章  現状の把握 

 

２－１ 人口・ごみ量の推移 

 

平成18年2月より旧豊川市と旧一宮町が合併しているため、平成17年度までの人口・ご

み量については、合併前の豊川市と一宮町の人口を合わせたものを用います。 

総人口は平成17年10月1日現在で137,417人となっており、過去１０年の人口増加の割

合は約５％ (6,657人増加)で、緩やかな増加傾向が見られます。 

ごみ排出量においては、平成 12年度まで右肩上がりで増加しており、一旦平成 13年度で

減少がみられましたが、以降、再び増加傾向を示しています。 

 

表 ２-１ 人口・ごみ排出量の推移 

H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17

人　　口(人) 130,760 131,628 132,179 132,640 133,582 134,266 135,113 136,166 137,062 137,417

総ごみ量(t/年) 52,858 52,384 54,071 56,217 60,100 56,102 56,963 58,669 61,317 61,887

人口は平成17年度については国勢調査値、その他の年度については「あいちの人口（愛知県県民生活部統計課）」による。
 

 

グラフ ２-１ 人口・ごみ排出量の推移 

60,100
56,217

54,07152,38452,858
56,10256,963

58,669
61,31761,887

137,417
137,062

136,166
135,113

134,266
133,582

132,640
132,179

131,628
130,760

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

140,000

160,000

H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17

年　　度

人
　
　
口
　

(

人

)

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

80,000

ご
み
排
出
量
　

(

ｔ
/
年

)

総ごみ量(t/年) 人　　口(人)

 




